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【Scenes of Solution】

【未来人図鑑】

【旅のブックマーク】 

長期的視野から企業の自立的成長を支援
── 地域企業のMBOに対し、メザニンファイナンスを実施 ──

大倉工業株式会社
代表取締役社長　　濵 和則 氏

先の見えない時代に衆知を集めた「常識の経営」で挑む。

「ティーダンスの午後、再び」
旅する作家 山口 由美 

【
ネ
ク
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
最
前
線
】

„
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド“
で
勝
つ
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ネ
ク
ス
ト
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ジ
ャ
パ
ン
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日
本
企
業
の
対
新
興
国
戦
略

セ
コ
ム
株
式
会
社 

／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社

テクノロジー
成長プログラム

製造業において成長
基盤強化の取り組み
を支援するため、その
必要な資金をご融資
するものです。

グリーン成長プログラム

環境・エネルギー関連の取り組み
を支援するため、その必要な資金
をご融資するものです。

インフラ成長プログラム

社会インフラの成長基盤強化を
支援するため、その必要な資金を
ご融資するものです。

グローバル成長プログラム

アジア諸国等への海外展開や企業
買収等の事業再編を促進するため、そ
の必要な資金をご融資するものです。
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2010 . 1 0

DBJ成長支援プログラム
（日本元気プログラム）
DB Jは、日本経済の着実な成長を資金面から一層サポートするため、❶地域・生活、❷環境、

❸ものづくり、❹インフラ（社会基盤）、❺海外・事業再編（M&A等）の5分野を対象として、総額で

4000億円の資金枠を確保し、雇用への貢献度も踏まえつつ、地域の金融機関とも連携しながら

支援体制を強化します。

日本元気
プログラム

環境

❷

ものづくり

❸

インフラ
（社会基盤）

❹

海外・
事業再編
（M&A等）

❺

地域・生活

❶
リージョナル
成長プログラム

地域における成長基
盤強化への取り組み
を支援するため、その
必要な資金をご融資
するものです。

No.09
日本政策投資銀行  広報誌

2010 . 1 0
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　人口減少や経済の長期低迷で内需の拡大が見込めなくなった日本。多くの
企業は否応なく海外に活路を求めざるを得ない状況にある。進出先として
注目されるのが、急速な経済成長を遂げる中国やインドなどの新興国だ。
だが、激しさを増す新興国での市場争奪戦に勝ち抜くには、ジャパンブランド商品、
すなわち日本企業にしか作れないモノやサービスに加え、それを売り続けるた
めの様々な工夫が不可欠だ。日本の国際競争力を支える産業は製造業に限らず、
幅広い分野に及ぶ。勝利のキーワードも「安全・安心」「健康」「環境」など
数多い。ジャパンブランドで勝つ条件は揃っている。

N E X T  J A P A N

3

── 日本企業の対新興国戦略

“ジャパンブランド”で勝つ

（株）日本政策投資銀行
セコム（株）／イオンモール（株）
ケイテック（株）／大倉工業（株）
（株）ワークス・ジャパン
河内正和
HI-de-SIGN
安海関二／岡田卓士

企画・発行
取材協力

制作・編集
取 材・文

アートディレクション・デザイン
写　　 真

No.09
日本政策投資銀行  広報誌

2010 . 1 0

P03 ネクスト・ジャパン最前線

“ジャパンブランド”で勝つ
── 日本企業の対新興国戦略

セコム株式会社／イオンモール株式会社

P16 Scenes of Solution

長期的視野から企業の自立的成長を支援
── 地域企業のMBOに対し、メザニンファイナンスを実施 ──

P23 旅のブックマーク

「ティーダンスの午後、再び」 旅する作家  山口 由美

協
力
　
ケ
イ
テ
ッ
ク（
株
）

表
紙
の
写
真
　
安
海
関
二

Next Japan

巻頭特別インタビュー02
徐 向東 氏

巻頭特別インタビュー01
嶌 信彦 氏
巻頭特別インタビュー01
嶌 信彦 氏

巻頭特別インタビュー02
徐 向東 氏

NEXT JAPANへの提言
伊丹 敬之 氏
NEXT JAPANへの提言
伊丹 敬之 氏 P20 未来人図鑑

大倉工業株式会社
代表取締役社長　　濵 和則 氏
先の見えない時代に
衆知を集めた「常識の経営」で挑む。

季刊DBJはiPhone、iPadでもお読みいただけます。
下記URLからダウンロードしてお楽しみください。
http://itunes.apple.com/jp/app/id389307222

DBJのホームページからもダウンロードできます。
http://www.dbj.jp/
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じ
こ
と
は
2
次
産
業
に
も
い
え

る
。た
と
え
ば
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
だ
。実
は
日
本
は
素
材
産
業
と
な
る

繊
維
に
は
強
い
が
ア
パ
レ
ル
産
業
に
弱

い
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
全
体
で
見
る
と
、

ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
イ
タ
リ
ア
、フ
ラ
ン
ス

な
ど
が
断
然
強
い
。だ
が
、
本
当
は
日
本

の
ア
パ
レ
ル
の
セ
ン
ス
、
美
意
識
は
極
め
て

ク
ー
ル
な
の
だ
。日
本
人
は
、
縄
文
・
弥

生
の
古
代
文
化
、
奈
良
・
平
安
朝
の
貴

族
文
化
や
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
武
家
文

化
、
そ
し
て
江
戸
時
代
の
町
人
文
化
な

ど
を
通
じ
、「
雅
」「
幽
玄
」「
伊
達
」「
粋
」

「
ケ
と
ハ
レ
」「
わ
び
・
さ
び
」「
華
」な
ど
、

実
に
繊
細
で
豊
か
な
表
現
を
和
の
産
品

に
使
っ
て
き
た
。そ
う
し
た
セ
ン
ス
や
美

意
識
を
活
か
し
て
日
本
が
、
8
億
人
強

と
も
い
う
ア
ジ
ア
の
中
間
層
向
け
の
デ
ザ

イ
ン
に
優
れ
た
洋
服
な
ど
を
作
れ
ば
、
欧

米
に
負
け
な
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を
お

こ
し
2.
5
次
産
業
の
担
い
手
に
な
り
得

る
と
思
う
。ま
た
、も
っ
と
も
ク
ー
ル
な
の

は
環
境
技
術
だ
。環
境
市
場
は
1
0
0

兆
円
に
近
づ
い
て
お
り
、
都
市
鉱
山
を
は

じ
め
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
、
省
エ
ネ
な
ど

を
活
用
し
た
日
本
の
技
術
は
世
界
の
環

境
改
革
に
貢
献
す
る
カ
ッ
コ
い
い
産
業
の

代
表
と
い
え
る
。

　

３
次
産
業
も
ク
ー
ル
と
な
り
得
る
。た

と
え
ば
観
光
産
業
。自
然
が
豊
か
で
四

季
も
美
し
い
。海
と
白
砂
青
松
の
景
色

も
多
種
多
彩
。雪
、
温
泉
、
伝
統
文
化
も

あ
る
。日
本
ほ
ど
観
光
資
源
に
恵
ま
れ

た
国
は
な
い
だ
ろ
う
。だ
が
日
本
は
観
光

市
場
を
国
内
だ
け
で
し
か
考
え
て
い
な

い
か
ら
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
の
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス
が
未
整
備
の
ま
ま

で
、世
界
か
ら
の
来
訪
者
数
も
年
間
８
３

５
万
人
（
0
8
年
）
と
、
フ
ラ
ン
ス（
７
９

３
０
万
人
）、
イ
タ
リ
ア
（
４
２
７
３
万

人
）な
ど
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
少
な
い
。

外
貨
獲
得
の
ベ
ス
ト
３
に
観
光
収
入
が

入
っ
て
い
る
国
が
多
い
の
に
、日
本
の
観
光

外
貨
収
入
は
、
日
本
人
が
海
外
で
使
う

お
金
の
３
分
の
１
だ
。つ
ま
り
、日
本
の
観

光
業
は
ま
だ
〝
輸
出
産
業
〞
に
な
っ
て
い

な
い
。だ
が
、
中
国
を
は
じ
め
日
本
観
光

フ
ァ
ン
は
大
勢
い
る
。イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ

ス
を
整
備
す
れ
ば
、
観
光
を〝
大
輸
出
産

業
〞に
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
だ
。

本
の〝
ク
ー
ル
〞
を
従
来
の
１
次
、

２
次
、
３
次
産
業
と
は
差
別
化

さ
れ
た
1.
5
次
、
2.
5
次
、
3.
5
次
産

業
に
ま
で
広
げ
て
と
ら
え
る
と
、
日
本
に

は
極
め
て
魅
力
的
な
「
世
界
商
品
」
が
数

多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。こ
う

し
た
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
商
品
を
、
新
興
国

で
急
増
す
る
中
間
層
に
的
を
絞
っ
て
売
り

込
め
ば
、
日
本
経
済
は
実
質
で
年
間
4
〜

5
％
の
新
し
い
再
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
を
獲
得

出
来
る
と
確
信
す
る
。

　

そ
の
と
き
重
要
な
の
は
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
価
値
に
気
づ
き
、
そ
の
価
値
を
活
用

し
戦
略
を
立
て
て
産
業
化
す
る
こ
と
だ
。

0
8
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映
画
賞

を
受
賞
し
た『
お
く
り
び
と
』の
当
初
の
売

上
目
標
は
３
億
円
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に

6
0
億
円
を
超
え
た
。あ
ま
り
の
評
判
に

海
外
へ
も
売
っ
た
が
、
こ
う
い
う
場
合
、
日

本
は
国
内
の
興
業
分
で
満
足
し
て
し
ま

う
。予
想
外
の
収
入
は
あ
く
ま
で
〝
お
ま

け
〞と
み
る
が
、最
初
か
ら
世
界
を
視
野
に

入
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
戦
略
を
立
て
る
べ
き
な

の
だ
。

　

そ
の
意
味
で
は
、日
本
の
ク
ー
ル
な
価
値

を
発
見
し
て
世
界
へ
発
信
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
機
能
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
的
な
カ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
奥
山
清
行

さ
ん
は
、
鋳
物
や
木
工
な
ど
東
北
地
方
の

匠
の
技
と
今
ま
で
に
な
い
感
性
を
活
か
し

て
ポ
ッ
ト
や
椅
子
な
ど
1
7
種
類
の
製
品

を
作
り
、パ
リ
や
ミ
ラ
ノ
な
ど
の
国
際
見
本

市
に
出
品
し
た
。当
初
、
地
元
の
人
は
、
こ

ん
な
も
の
が
売
れ
る
の
か
と
心
配
し
た
が
、

世
界
の
消
費
者
、
生
産
者
を
見
て
き
た
奥

山
さ
ん
の
予
想
ど
お
り
大
評
判
と
な
っ
て

注
文
が
来
た
。実
は
、日
本
は
素
晴
ら
し
い

要
素
技
術
は
沢
山
も
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
な
商
品
を
つ

く
る
構
想
力
が
弱
い
。そ
こ
で
地
銀
、信
金

な
ど
の
金
融
機
関
が
地
方
に
埋
も
れ
た
そ

う
し
た
ク
ー
ル
な
技
術
や
匠
の
商
品
か
ら

新
た
な
組
み
合
わ
せ
の
構
想
力
を
誘
導

し
、
2
1
世
紀
型
の
ク
ー
ル
な
商
品
を
プ

レ
イ
ア
ッ
プ
（
宣
伝
）
す
る
方
向
に
持
っ
て

行
け
ば
面
白
い
。

世
紀
の
日
本
は
、
2
次
産
業
を

中
心
に
高
品
質
・
低
価
格
で

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
良
い
商
品
を
欧
米
向
け

に
売
る
こ
と
で
経
済
大
国
を
実
現
し

た
。天
然
資
源
に
乏
し
い
た
め
、
貿
易
黒

字
を
稼
ぐ
と
い
う
構
造
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
創
り
上
げ
た
わ
け
だ
。だ
が

2
1
世
紀
に
入
り
、
中
国
を
始
め
と
す

る
新
興
国
が
低
賃
金
、
通
貨
安
な
ど
で

日
本
を
上
回
る
競
争
力
を
発
揮
す
る

中
、
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
た
。加
え
て
も
う
１
つ
の
大

き
な
構
造
変
化
が
起
き
た
。資
源
は
高

い
が
製
品
は
安
い
と
い
う
状
況
だ
。

　

こ
う
し
た
中
で
日
本
は
ど
う
生
き
て

い
く
か
が
、
今
、
問
わ
れ
て
い
る
。だ
が
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
中
国
に
抜
か
れ
て
日
本
人
は

ま
す
ま
す
自
信
を
失
い
、
内
向
き
に
な
っ

て
い
る
。こ
れ
を
打
開
す
る
に
は
、
国
民

が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
日
本
経
済
の

再
成
長
エ
ン
ジ
ン
を
見
定
め
る
こ
と
が
必

要
だ
。私
は
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
2
つ

あ
る
と
思
う
。「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
現
象
」

と「
1.
5
次
、
2.
5
次
、
3.
5
次
産

業
」だ
。

　

２
０
０
０
年
代
初
め
か
ら
海
外
で
日

本
の
ア
ニ
メ
、マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
、
映
画
な

ど
が
〝
ク
ー
ル
（
カ
ッ
コ
い
い
）〞
と
言
わ

れ
始
め
た
。し
か
し
、
カ
ッ
コ
よ
く
「
上

質
・
上
等
・
上
級
」な
産
業
は
ア
ニ
メ
、

マ
ン
ガ
だ
け
で
な
く
、
１
次
、
２
次
、
３

次
産
業
に
も
沢
山
あ
る
の
だ
。た
と
え

ば
和
食
だ
。味
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
安
全

性
、
美
的
感
覚
な
ど
が
世
界
的
な
評
価

を
受
け
て
い
る
。ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る

肉
、
魚
、
米
、
果
物
な
ど
も
同
様
で
、
こ

れ
は
和
食
の
素
材
で
あ
る
日
本
の
農

業
、
畜
産
業
、
漁
業
の
実
力
の
凄
さ
を

物
語
る
も
の
だ
。つ
ま
り
和
食
を
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
そ
の
素
材
を
生
み
出
す

1
次
産
業
が
、
世
界
的
な
視
点
で
見
る

と
付
加
価
値
の
高
い
1.
5
次
産
業
と

い
え
る
わ
け
だ
。

歴
史
的
な
視
点
で

日
本
を
見
直
す

産
業
の

プ
ラ
ス
0.
5
次
化
を

め
ざ
せ

課
題
は
構
想
力
と

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力

クールジャパンの

商品こそ日本経済の

再成長エンジンである。

20

日

同

Interview

.01

巻頭特別インタビュー

嶌 信彦 氏
ジャーナリスト

Special

NOBUHIKO SHIMA

毎日新聞東京本社経済部、ワシントン特派員
などを経て、1987年よりフリージャーナリス
ト。先進国サミットの取材は約30回に及ぶ。
「首脳外交──先進国サミットの裏面史」「嶌
信彦の一筆入魂」「日本の『世界商品』力」な
ど著書多数。「榊原・嶌のグローバルナビ」
（BS-TBS）「嶌信彦のエネルギッシュトーク」
（TBSラジオ）に出演中。白　大学教授、NPO
「日本ウズベキスタン協会」会長を務める。

Profile

ネクスト・ジャ
パン最前線
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は
数
倍
の
時
間
が
か
か
る
。成
熟
社
会
の

日
本
で
は
企
業
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

重
視
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
手
続
き
が
整

わ
な
い
と
物
事
が
先
へ
進
ま
な
い
か
ら

だ
。こ
れ
で
は
、ど
ん
な
に
優
れ
た
商
品
を

中
国
に
持
っ
て
行
っ
て
も
な
か
な
か
消
費

者
の
目
に
止
ま
ら
な
い
し
、
韓
国
や
台
湾

企
業
と
の
ス
ピ
ー
ド
競
争
に
勝
て
る
は
ず

が
な
い
。

国
や
台
湾
の
企
業
は
、
と
に
か

く
〝
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
〞
で
動

く
。オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
ど
新
し
い
も
の
を
開
発

す
る
と
、
す
ぐ
に
中
国
に
持
っ
て
来
る
。

す
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
何
千
万
人

も
の
ユ
ー
ザ
ー
が
つ
く
。技
術
的
に
は

多
少
お
粗
末
で
も
積
極
的
に
攻
め
込

む
わ
け
だ
。日
本
企
業
に
は
こ
の
ス
ピ
ー

ド
感
が
な
い
。国
内
で
そ
こ
そ
こ
売
れ

て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の

問
題
か
ら
、
中
国
に
本
気
で
コ
ミ
ッ
ト

し
よ
う
と
し
な
い
。そ
の
間
に
日
本
企

業
は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
失

う
こ
と
に
な
る
。

　

例
を
あ
げ
よ
う
。中
国
の
携
帯
電
話

市
場
に
は
、
毎
年
1.
5
億
台
の
サ
ム
ス

ン
の
模
造
品
が
出
回
る
。あ
る
台
湾
企

業
が
開
発
し
た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
使
え

ば
簡
単
に
作
れ
る
の
だ
。開
発
し
た
台
湾

企
業
は
市
場
を
求
め
て
中
国
に
進
出

し
、
地
元
メ
ー
カ
ー
と
組
ん
で
製
品
化
す

る
。サ
ム
ス
ン
製
に
比
べ
る
と
品
質
は
落

ち
る
が
値
段
が
安
い
か
ら
売
れ
る
。す
る

と
、
２
〜
３
年
で
技
術
が
認
め
ら
れ
て
大

手
メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ
れ
る
。同
じ
パ

タ
ー
ン
で
、
以
前
は
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が

作
っ
て
い
た
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
や
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
部

品
を
、
今
で
は
韓
国
、
台
湾
の
メ
ー
カ
ー

が
作
っ
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
。以
前
、
中
国
の
知
人
か
ら

「
あ
る
日
本
企
業
が
作
る
無
添
加
化
粧

品
を
売
り
た
い
の
で
打
診
し
て
欲
し
い
」

と
頼
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。早
速
問
い
合

わ
せ
て
み
た
が
、
即
座
に
断
ら
れ
た
。日

本
国
内
向
け
の
販
売
し
か
考
え
て
い
な

い
の
で
、
海
外
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
は
す
べ
て

お
断
り
し
て
い
る
と
の
返
事
だ
っ
た
。数

年
後
、
中
国
で
そ
の
メ
ー
カ
ー
と
同
じ
コ

ン
セ
プ
ト
の
化
粧
品
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。も

と
よ
り
模
造
品
だ
っ
た
。

国
で
は
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
も
重
要
で

あ
る
。若
者
層
が
メ
イ
ン
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
の
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
や
デ
ザ
イ
ン
性
、

遊
び
感
覚
な
ど
の
な
い
広
告
宣
伝
は
受

け
な
い
。ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
た
り
、
台
湾
か

ら
タ
レ
ン
ト
を
呼
ん
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

や
る
と
い
っ
た
躍
動
感
が
不
可
欠
だ
が
、

日
本
企
業
は
技
術
や
性
能
の
優
位
性
の

訴
求
を
重
視
し
が
ち
だ
。実
情
を
知
る

現
地
社
員
が
日
本
の
本
社
に
打
診
し
て

も
、「
軽
過
ぎ
る
」「
う
ち
の
品
格
、
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
な
い
」
と
却
下
さ

れ
て
し
ま
う
。

　

日
本
企
業
に
必
要
な
の
は
、
ま
ず
商

売
の
原
点
に
戻
る
こ
と
。失
敗
し
て
も

挑
戦
し
な
が
ら
経
験
を
積
ん
で
い
く
。

現
地
に
し
が
み
つ
い
て
汗
を
か
き
、
時
に

中
国
人
と
ケ
ン
カ
を
し
て
で
も
自
分
の

力
で
市
場
開
拓
に
努
力
す
る
。こ
れ
し

か
な
い
。と
こ
ろ
が
現
実
を
見
る
と
、
そ

う
い
う
企
業
が
非
常
に
少
な
い
の
は
気

に
な
る
。

　

こ
う
し
た
攻
略
法
は
、実
は
中
国
ビ
ジ

ネ
ス
の
関
係
者
な
ら
誰
も
が
気
づ
い
て
い

る
は
ず
だ
。だ
が
分
か
っ
て
い
る
の
に
動

か
な
い
。一
生
懸
命
に
な
ら
な
い
。な
ぜ

か
。崖
っ
ぷ
ち
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。韓
国
は
1
9
9
7
年
の

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
。台
湾
は
人
口
２
千
万
人
で

市
場
の
小
さ
さ
が
宿
命
だ
。い
ず
れ
も
危

機
意
識
を
バ
ネ
に
企
業
が
一
生
懸
命
に

動
い
て
い
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
の
中
で
戦
略
を
考
え
る
よ

り
も
大
事
な
こ
と
は
、
そ
う
し
た
〝
一
生

懸
命
さ
〞
な
の
だ
。生
身
の
中
国
人
と
交

渉
し
な
が
ら
信
頼
関
係
を
築
く
。〝
ト
ラ

イ
&
エ
ラ
ー
〞
の
姿
勢
で
小
さ
な
成
功
を

積
み
重
ね
る
。徹
底
し
た
消
費
者
目
線

で
考
え
る
。中
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

カ
ル
チ
ャ
ー
を
知
る
。そ
う
し
た
こ
と
か

ら
始
め
れ
ば
い
い
。さ
も
な
い
と
、
日
本
の

「
失
わ
れ
た
2
0
年
」
は
「
失
わ
れ
た

3
0
年
、
4
0
年
」
に
な
っ
て
し
ま
い
か

ね
な
い
。

イ
カ
ー
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
保
有
者

が
増
え
た
中
国
で
は
、
今
、
中
間

層
を
中
心
に
安
全
・
安
心
、
健
康
、エ
コ
へ

の
関
心
が
強
い
。当
然
、
こ
の
分
野
に
強
い

日
本
の
商
品
へ
の
評
価
は
高
く
、
購
買
ニ
ー

ズ
も
強
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
中
国
人
の
間
で
は「
日
本
企

業
は
中
国
に
二
〜
三
流
品
し
か
持
っ
て
来

な
い
」「
日
本
企
業
は
中
国
を
大
事
に
し
て

い
な
い
」
と
い
う
声
が
強
い
。当
の
日
本
企

業
は
「
い
い
も
の
を
持
っ
て
行
っ
て
い
る
の

に
」と
、お
互
い
の
主
張
が
か
み
合
わ
な
い
。

な
ぜ
、
そ
う
な
る
の
か
。最
大
の
理
由
は
、

中
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
若
く
、
常
に
変
化
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

は
3
0
〜
4
5
歳
の
中
間
層
３.
５
億
人

だ
。こ
れ
に
1
0
〜
2
0
歳
代
を
合
わ
せ

た
消
費
主
力
層
は
７
億
人
超
で
全
人
口
の

5
5
％
を
占
め
る
。中
間
層
は
毎
年
１
％

増
加
、
ま
た
現
在
８
億
人
の
携
帯
電
話

ユ
ー
ザ
ー
や
４
億
人
の
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
も

毎
年
急
増
し
て
い
る
。民
間
企
業
の
経
営

者
の
ほ
と
ん
ど
が
4
0
歳
代
。つ
ま
り
全

体
と
し
て
育
ち
盛
り
で
、
常
に
新
し
い
も

の
を
追
い
求
め
て
い
る
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

い
え
る
。

　

そ
ん
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド

に
日
本
企
業
は
追
い
つ
け
な
い
で
い
る
。一

方
、
韓
国
や
台
湾
の
企
業
は
次
々
と
新
し

い
商
品
を
持
っ
て
来
る
。実
は
、
こ
の
ス

ピ
ー
ド
感
の
違
い
が
、「
日
本
企
業
は
中
国

を
大
事
に
し
て
い
な
い
」
と
い
う
声
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

化
粧
品
が
い
い
例
だ
。人
気
ブ
ラ
ン
ド
が

こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
中
で
、
新
商
品
の
ほ
と
ん

ど
が
韓
国
製
だ
。韓
国
企
業
は
〝
売
れ
る
〞

と
読
む
と
、
即
座
に
許
認
可
申
請
に
動

く
。同
時
に
ネ
ッ
ト
上
で
テ
ス
ト
販
売
を
始

め
、バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
を
始
め
る
。即
断
即

決
で
動
き
、
新
製
品
を
わ
ず
か
1
〜
2
年

で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
し
ま
う
。

　
一
方
、同
じ
こ
と
を
や
る
の
に
日
本
企
業

変
化
に
追
い
つ
け
な
い

日
本

〝
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー
〞の

韓
国
、台
湾

〝
一
生
懸
命
さ
〞を

忘
れ
た
日
本

日本企業に

求められるのは、

商売への原点回帰である。

マ

中

韓
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ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
2
年
余

り
。
最
悪
期
は
脱
し
た
世
界

リ

経
済
だ
が
、
欧
州
の
財

政
不
安
や
米
国
経
済
の

低
迷
が
長
期
化
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
本

格
的
な
回
復
の
兆
し
は

見
え
な
い
。
そ
の
中
で

世
界
経
済
の
牽
引
役
と

し
て
期
待
さ
れ
る
の

が
、
中
国
、
イ
ン
ド
な

ど
の
新
興
国
だ
。

　

国
際
通
貨
基
金
が

予
測
す
る
２
０
１
０
、

１
１
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）
成

長
率
は
、
日
本
、
米
国
、
ユ
ー
ロ
圏
が

１
〜
３
％
台
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
国

は
1
0.
５
％
、
９.
６
％
、
イ
ン
ド
が

９.
7
％
、
８.
４
％
、
ア
セ
ア
ン
５
カ

国
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ
ア
、フ
ィ

リ
ピ
ン
、タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
）
が
６.
6
％
、

５.
4
％
と
高
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い

る
（
図
1
）。
ま
た
、
世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
に
対
す
る
新
興
国
の
寄
与
率
も
、

世
界
経
済
危
機
の
前
後
で
約
４
割
か
ら

約
６
割
へ
上
昇
す
る
見
込
み
で
、
先
進

国
と
逆
転
す
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
に
伴
っ
て
拡
大
し
続

け
て
い
る
の
が
、ア
ジ
ア
の
中
間
層
（
世

帯
年
間
可
処
分
所
得
５
０
０
０
〜
３

５
０
０
０
ド
ル
、
日
本
を
除
く
）
だ
。

２
０
０
０
年
に
は
２.
２
億
人
だ
っ
た

が
１
０
年
に
は
９.
４
億
人
、
２
０
年

に
は
２
０
億
人
に
な
る
と
と
も
に
、

富
裕
層
（
世
帯
年
間
可
処
分
所
得
３

５
０
０
０
ド
ル
以
上
）
も
２
０
年
に
は

２.
２
６
億
人
へ
と
、
現
在
（
１
０
年

６
４
０
０
万
人
）
の
３.
５
倍
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。
ア
ジ

ア
に
巨
大
な
潜
在
的
消
費
需
要
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
新
興

国
の
需
要
を
取
り
込
む
こ
と
が
日
本

企
業
の
命
運
を
左
右
す
る
カ
ギ
と

な
っ
て
い
る
。

う
し
た
中
で
、
日
本
企
業
の
対

新
興
国
戦
略
に
も
大
き
な
変

化
が
表
れ
て
い
る
。
世
界
経
済
危
機
の

前
は
、「
日
本
の
技
術
力
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
た
ハ
イ
エ
ン
ド
（
高
級
）
商
品

を
富
裕
層
向
け
に
提
供
す
る
」
と
い
う

の
が
主
流
だ
っ
た
が
、
危
機
後
は
「
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
あ
る
中
間
層
向
け

に
ロ
ー
エ
ン
ド
（
廉
価
）
商
品
を
提
供

す
る
」
こ
と
に
軌
道
修
正
す
る
企
業
が

増
え
た
。
そ
の
結
果
、
新
し
い
市
場
環

境
に
適
応
し
て
い
く
た
め
に
企
業
が
取

り
得
る
道
は
、
次
の
い
ず
れ
か
し
か
な

い
状
況
だ
。

　

す
な
わ
ち
、
市
場
規
模
は
小
さ
く

と
も
ハ
イ
エ
ン
ド
市
場
で
品
質
・
ブ
ラ
ン

ド
を
浸
透
・
定
着
さ
せ
、
市
場
シ
ェ
ア

を
追
求
す
る
か
、
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
・

価
格
を
見
直
し
て
市
場
規
模
の
大
き

な
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
商
品
を
企
画
・

開
発
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
単
な
る
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
狙
い
で
は
な
く
、
今
後

増
加
す
る
上
位
中
間
層
向
け
に
ジ
ャ
パ

ン
ブ
ラ
ン
ド
を
前
面
に
押
し
出
し
た
ミ

ド
ル
エ
ン
ド
商
品
を
企
画
・
開
発
す
る

か
。
そ
の
い
ず
れ
か
を
見
極
め
て
、
経

営
資
源
の
配
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
の
だ
。

　

今
こ
そ
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
あ

ら
ゆ
る
産
業
分
野
に
拡
大
し
て
い
く

チ
ャ
ン
ス
だ
。
そ
の
突
破
口
と
し
て
期

待
さ
れ
る
の
が
、
海
外
で
高
ま
る

〝
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞
ブ
ー
ム
だ
。
コ
ン

テ
ン
ツ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
観
光
、
農
業
、

医
療
、
教
育
、
環
境
な
ど
の
産
業
分

野
に
蓄
積
さ
れ
た
ク
ー
ル
（
高
品
質
・

上
等
、
カ
ッ
コ
い
い
・
セ
ン
ス
が
良
い
、

個
性
が
あ
る
、
安
全
・
安
心
、
清
潔
・

健
康
）
な
イ
メ
ー
ジ
を
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
強
く
発
信
し
、
国
際
競

争
力
の
源
泉
と
す
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
大
き
な
活
路

と
な
る
は
ず
だ
。

　

す
で
に
新
興
国
で
は
、
欧
米
先
進

国
や
韓
国
・
台
湾
の
企
業
に
加
え
、

急
成
長
す
る
現
地
企
業
を
交
え
た
市

場
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、一
定
の
市
場
シ
ェ
ア
を
持
ち
、

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
成
功
し
て
い
る
日

本
企
業
の
中
に
は
、
そ
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を

取
り
込
ん
で
い
る
も
の
も
多
い
。

　
一
方
で
、
こ
こ
へ
来
て
気
に
な
る
動
き

が
相
次
い
で
い
る
。
新
興
国
か
ら
の
日

本
市
場
へ
の
攻
勢
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と

だ
。
中
国
の
ハ
イ
ア
ー
ル
は
白
物
家
電

な
ど
を
、
韓
国
の
Ｌ
Ｇ
電
子
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

液
晶
テ
レ
ビ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
向
け

に
開
発
し
て
年
内
に
発
売
す
る
と
い

う
。
日
本
の
電
機
メ
ー
カ
ー
に
は
今
後
、

〝
攻
め
〞
と
〝
守
り
〞
の
二
正
面
作
戦

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ず
、
新
た
な
難
題
が
加
わ
っ
た
。
今
後
、

こ
う
し
た
動
き
が
他
の
産
業
に
波
及
す

る
こ
と
も
十
分
、
予
想
さ
れ
る
。

　

ス
ピ
ー
ド
経
営
に
欠
け
る
と
い
わ
れ

る
日
本
企
業
。
円
高
傾
向
と
い
う
条

件
も
加
わ
る
中
で
、
今
こ
そ
ス
ピ
ー
ド

最
優
先
の
対
新
興
国
戦
略
の
実
行
が

問
わ
れ
て
い
る
。

こ

鍵
は
拡
大
す
る

ア
ジ
ア
の
中
間
層

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド

訴
求
の
好
機

ス
ピ
ー
ド
最
優
先
の

戦
略
実
行
を

── 日本企業の対新興国戦略

“ジャパンブランド”で勝つ

Next
Japan

基 本 解 説

図１）各国のGDP成長率［前年比］

図2）アジアの中間層／富裕層の推移
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出所：国際通貨基金（IMF）調べ（2010年10月）

備考：世帯可処分所得の家計人口。アジアとは中国・香港・台湾・インド・
 インドネシア・タイ・ベトナム・シンガポール・マレーシア・フィリピン。
 2010 年、2015 年、2020 年はEuromonitor 推計値。
出所：Euromonitor international 2010 から作成。
※アジアの中間層とは、世帯年間可処分所得が5,000ドル以上35,000ドル未満の所得層。

備考：世帯可処分所得の家計人口。アジアとは中国・香港・台湾・インド・
 インドネシア・タイ・ベトナム・シンガポール・マレーシア・フィリピン。
 各所得層の家計比率×人口で算出。
 2010 年、2015 年、2020 年はEuromonitor 推計値。
出所：Euromonitor International 2010から作成。
※アジアの富裕層とは、世帯年間可処分所得が35,000ドル以上の所得層。
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「セコムIX」や家庭向け屋外
画像監視サービスなどから送
られてくる画像を監視する。

「セコム・ホームセキュリティ」
のお客様や一般の方から
のお問い合わせに対応。

自社ノウハウと現地に
腰を据える覚悟 セコム

新興国展開事例 1

Case Study.1

業
は
、
資
本
規
制
と
併
せ
、

そ
の
事
業
領
域
が
制
約
さ

れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ

ら
の
規
制
は
近
年
急
速
に

緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
「
高
い
経
済
成
長
や
社
会

構
造
の
変
化
の
中
で
安
全
意

識
が
高
ま
り
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
セ
コ
ムへ
の
需
要

が
伸
び
て
い
き
ま
し
た
が
、

進
出
当
初
は
政
府
の
規
制
の

下
で
、
制
約
を
受
け
な
が

ら
事
業
を
進
め
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
」（
小
幡
氏
）

　

そ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
セ
コ
ム
は
欧
米
勢
と
の
差
別
化
競

争
を
重
ね
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
っ
た
の
だ
。

両
者
の
違
い
は
こ
う
だ
。

　

欧
米
式
機
械
警
備
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社
が
機
器
の
販
売
の
み
を

行
う
〝
売
り
切
り
型
〞
が
一
般
的
で
あ
り
、
監
視
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

別
会
社
が
行
う
。
ま
た
、
警
報
信
号
を
受
信
し
て
も
警
備
会
社
に
よ

る
緊
急
対
処
は
行
わ
ず
、
直
接
警
察
へ
通
報
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
警
察

が
誤
報
に
よ
り
出
動
す
る
こ
と
も
多
い
。

　
一
方
、
セ
コ
ム
方
式
は
〝
統
合
的
一
貫
サ
ー
ビ
ス
〞
で
あ
る
。
建
物
に
設

置
し
た
機
器
を
セ
コ
ム
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
常
時
監
視
を
行
い
、

異
常
時
は
警
備
員
が
現
場
へ
急
行
す
る
。
状
況
を
確
認
し
、
必
要
な
場

合
の
み
警
察
へ
通
報
す
る
の
で
警
察
の
誤
報
出
動
は
少
な
い
。
機
器
は
レ

ン
タ
ル
が
一
般
的
で
、
開
発
、
設
置
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
一
貫
し
て
行
う
。

　

日
本
発
の
安
全
シ
ス
テ
ム
を

　

ア
ジ
ア
の
新
興
国
へ

　

セ
コ
ム
は
1
9
7
8
年
の
台
湾
進
出
か
ら
海
外
事
業
を
開
始
し
た
。ア

ジ
ア
で
の
展
開
は
韓
国（
8
1
年
進
出
、以
下
同
）、タ
イ（
8
7
年
）、マ

レ
ー
シ
ア（
9
1
年
）、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル（
9
2
年
）、中
国（
9
2
年
）、イ
ン

ド
ネ
シ
ア（
9
4
年
）、ベ
ト
ナ
ム（
0
6
年
）と
続
き
、現
在
８
カ
国
で
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
内
、特
に
成
功
を
収
め
た

の
が
台
湾
と
韓
国
で
、現
在
で
は
契
約
件
数
で
台
湾
1
0
万
件
、韓
国

3
6
万
件
を
数
え
、い
ず
れ
も
業
界
ト
ッ
プ
の
実
績
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。

　
一
方
、両
国
以
外
の
国
で
は
試
行
錯
誤
が
必
要
だ
っ
た
。「
両
者
の
分
か

れ
目
と
な
っ
た
の
は
社
会
構
造
の
違
い
と
文
化
的
土
壌
の
違
い
」と
語
る

の
は
、同
社
専
務
取
締
役
国
際
事
業
本
部
長
の
小
幡
文
雄
氏
だ
。

　
「
外
部
か
ら
の
侵
入
者
を
防
ぐ
こ
と
が
日
本
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基
本
で

す
。台
湾
、韓
国
で
も
日
本
と
同
様
、〝
会
社
の
社
員
は
身
内
・
仲
間
で
あ

り
、悪
い
人
は
い
な
い
〞と
い
う
儒
教
的
・
単
一
民
族
的
文
化
な
の
で
、セ
コ
ム

の「
外
部
か
ら
の
侵
入
者
を
防
ぐ
」と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
理
解
さ
れ
、浸
透

し
や
す
い
。一
方
、そ
の
他
の
国
で
は
、多
民
族
・
多
宗
教
・
移
住
労
働
者
の
社

会
構
造
の
た
め
、外
部
侵
入
者
以
上
に
内
部
か
ら
の
犯
罪
を
心
配
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
や
文
化
構
造
の
違
い
を
踏

ま
え
、犯
罪
構
造
の
違
い
を
認
識
し
、根
気
よ
く
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
」

　

安
全
・
安
心
を
象
徴
す
る

　

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

　

中
国
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
は
、
政
府
に
規
制
さ
れ
て
お
り
、
国
有

企
業
が
多
様
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
に
対
し
、
外
資
企

こ
う
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
か
つ
統
合
的
一
貫
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
こ
そ
セ
コ
ム
方

式
の
独
自
性
で
あ
り
、
欧
米
式
に
比
べ
て
、
安
全
・
安
心
レ
ベ
ル
が
高
い

と
い
う
評
価
と
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

　

セ
コ
ム
で
は
現
在
、
北
京
を
始
め
、
沿
海
部
の
大
連
、
青
島
、
上
海
、

深
圳
、
福
州
な
ど
の
主
要
都
市
で
法
人
向
け
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
小
幡
氏
は
言
う
。「
今
は
当
社
の
技
術
力
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら
内
陸
部
へ
も
進
出
し
、
最
終
的
に
は
中
国

全
土
の
主
要
都
市
で
法
人
・
個
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

成
長
余
地
の
大
き
な
中
国
市
場
で
、
セ
コ
ム
は
今
、
安
全
・
安
心
を

象
徴
す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
成
る
べ
く
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ト
ー
タ
ル
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
浸
透
さ
せ
て
い
る
。

　進出時期の時代背景や地域差によって

異なるので、一概には言えないのですが、

当社の中国ビジネスが軌道に乗るまでにお

そらく 10 年はかかっています。その間は悪

戦苦闘の連続でした。欧米の大手企業、

たとえばコカ・コーラなども進出後 10 年以

上儲からない時代が続いたように、中国ビ

ジネスには何よりも息の長さが求められると

思います。

　中国を含めて新興国でのビジネスを成功させるために必要なのは、ノウハウの類い

は当然前提ですが、腰を据えてやりぬく覚悟です。海外事業は、現地の人々と深く

理解し合える関係を作り、現地に根付くことが原点ですから、性急に成果を求めては

ならず、進出した以上は現地に骨を埋めるくらいの覚悟と、現地のニーズに的確に応

える体制で取り組まないと成功は難しいと思います。

　自社ブランドを現地に浸透・定着させるプロセスは、究極的には現地の人に担っ

てもらうしかありません。現地に合ったマネジメント体制を作り、現地の人に権限委譲

する。すなわち現地化こそが最大の課題です。経済発展のスピードが日本を上回って

いる中国では、なおさらです。東京から中国へ行くと、日本の 10 日が中国の 1 日と

言えるくらいの実感があります。東京にいて中国の状況を理解するのは非常に難しく

なっています。その意味で「意思決定は現地に任せる」と言える会社でなければ、

中国の変化についていくことは出来ません。

　現在、当社の中国事業は急速な勢いで伸びており、日本で培ったビジネスモデル

を中国の顧客ニーズに応えるべくカスタマイズして市場開拓している所です。セコム

方式の競争力は、機器の研究・開発・製造から設置後のメンテナンスまでの統合

的一貫サービスにありますが、加えて、お客様のセキュリティ上の全ての不安・課題

について応えるビジネスパートナーとなることを目標としていることにあります。

　つまり、「お客様の不安は私たちの課題である」という意識と姿勢を持ち、お客様

のセキュリティアドバイザーとしてビジネスパートナーの役割を果たすということです。

私はそれを「チーフセキュリティオフィサー＝ＣＳＯ」と呼び、セコムがお客様にとって

のＣＳＯになることを目指しています。そして、こうした意識と姿勢は世界共通に通用

するものであり、セコムブランドの支えになるものと確信しています。

セコム株式会社
専務取締役　国際事業本部長
小幡 文雄氏

一般家庭から店舗、オフィスビル、銀行、学校、工場などあらゆる施設に侵入、火災、設備異常などをキャッ
チするセンサーを設置。さらにコントローラーを設置し、セコムのコントロールセンターと通信回線で結ぶ。異
常が発生した場合は、センターの管制員がデポ（緊急発進拠点）の緊急対処員に急行を指示し適切な処
置を施す。必要に応じて警察・消防などへも通報する。

異常信号送信

通信回線

ビートエンジニア（緊急対処員）

緊急対処

セコム・コントロールセンター

デポ＜緊急発進拠点＞

ご
契
約
先

警察・消防
ガス会社

画像
センター

お客様
サービスセンター

セコムのオンラインセキュリティシステム

出所：セコム発行資料より抜粋
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日本で培った経営技術を伝え
中国社会の発展に貢献する イオンモール

新興国展開事例 2

Case Study.2

か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
時
代
に
入
る
と
確
信
し
て
い
ま
し
た
」

　

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で

　

中
国
の
人
々
の
心
を
つ
か
む

　

イ
オ
ン
北
京
国
際
商

城
S
C
に
は
中
国
の

人
々
を
引
き
つ
け
る
魅

力
が
一
杯
だ
。 

た
と
え

ば
、
多
様
な
世
代
の

ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
応
え
る
衣
料
品
・

生
活
雑
貨
の
1
3
0
の

専
門
店
。
そ
の
内
3
割
の
テ
ナ
ン
ト
が
日
系
企
業
で
、日
本
の
商
品
に

憧
れ
る
人
々
に
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
場
と

な
っ
て
い
る
。ほ
か
に
も
、日
本
で
の
小
売
業
の
経
験
を
活
か
し
た
相

談
型
の
接
客
・
販
売
、ろ
過
器
を
使
っ
た
浄
水
で
調
理
さ
れ
た
食
品
な

ど
、〝
日
本
式
〞の
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
も
中
国
の
人
々
に
と
っ
て

は
新
し
い
体
験
だ
。

　

開
業
後
の
0
9
年
9
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

も
人
気
の
一つ
で
あ
る
。「
シ
ネ
コ
ン
の
オ
ー
プ
ン
後
、来
店
者
数
が
一
気

に
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
上
期
の
売
上
が
前
年
比

8
0
％
増
に
達
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
」（
平
林
氏
）

　

日
本
国
内
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
は
、物
販
や
飲
食
の
み
な
ら
ず
、シ
ネ

コ
ン
を
始
め
と
す
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
、さ
ら
に
は
医
療
や
銀

行
な
ど
の
公
共
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
ま
で
を
組
み
込
ん
だ
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｓ
Ｃ
と
し
て
、楽
し
さ
と
利
便
性
を
兼
ね
備
え

た
空
間
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
国
で
も
、こ
の
日
本
モ
デ
ル
を
ベ
ー

　

中
国
社
会
の
変
化
を
見
据
え

　

郊
外
型
Ｓ
Ｃ
の
展
開
へ

　

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
は
、1
9
8
5
年
か
ら
ア
セ
ア
ン
事
業
を
開
始
、

マ
レ
ー
シ
ア
、タ
イ
へ
展
開
後
、次
の
市
場
を
中
国
に
定
め
、進
出
の
足

が
か
り
と
し
て
8
7
年
に
香
港
へ
出
店
。
そ
の
後
、華
南
か
ら
華
北
・

山
東
地
域
へ
と〝
北
上
〞を
続
け
、現
在
で
は
沿
海
部
を
中
心
に
中
国

国
内
に
グ
ル
ー
プ
全
体
で
3
4
店
舗
展
開
し
て
い
る（
ア
セ
ア
ン
と
合

わ
せ
て
7
2
店
舗
を
展
開
）。

　

そ
の
中
で
中
国
事
業
で
の
戦
略
店
舗
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の

が
、0
8
年
1
1
月
に
北
京
市
北
部
郊
外
に
オ
ー
プ
ン
し
た
モ
ー
ル
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｃ
）「
イ
オ
ン
北
京
国
際
商
城
Ｓ
Ｃ
」
だ
。

テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
、S
C
の
管
理
・
運
営
を
担
っ
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
専

務
取
締
役
管
理
本
部
長
・
平
林
秀
博
氏
は
、「
当
S
C
は
、次
の
成
長

機
会
を
中
国
に
求
め
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
と
っ
て
の
試
金
石
」と
言
う
。

　

日
本
で
は
都
市
近
郊
か
ら
郊
外
ま
で
、様
々
な
立
地
で
の
Ｓ
Ｃ
展

開
を
行
う
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
中
国
で
の
基
本
戦
略
は
郊
外
型
Ｓ
Ｃ
展

開
だ
。
実
際
、同
Ｓ
Ｃ
は
市
の
中
心
部
か
ら
車
で
3
5
分
を
要
す
る

再
開
発
エ
リ
ア
に
あ
る
。
今
年
末
に
は
地
下
鉄
の
開
通
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
と
っ
て
中
国
で
初
の
試
み
と
な
る
郊
外
型
Ｓ
Ｃ
。

成
功
へ
の
確
信
の
裏
付
け
と
な
っ
た
の
は
中
国
社
会
の
変
化
で
あ

る
。
平
林
氏
は
言
う
。「
最
大
の
鍵
と
な
る
の
は
集
客
力
で
す
が
、高

い
経
済
成
長
に
伴
っ
て
自
家
用
車
の
普
及
、都
市
圏
で
の
郊
外
道
路

の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、車
で
郊
外
へ
向
か
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

着
実
に
定
着
し
て
い
ま
す
。３
０
０
０
台
収
容
の
無
料
駐
車
場
を
併

設
す
る
当
Ｓ
Ｃ
な
ら
、た
と
え
郊
外
で
も
人
は
集
ま
る
と
読
ん
だ
の

で
す
。
加
え
て
人
々
の
消
費
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
お
り
、中
国
は
こ
れ

ス
に
、各
地
域
の
生
活
者
に
親
し
ま
れ
る
モ
ー
ル
づ
く
り
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　

イ
オ
ン
北
京
国
際
商
城
S
C
の
成
功
を
受
け
て
、
同
社
で
は

2
0
1
0
年
9
月
2
1
日
に
、２
カ
所
目
と
な
る
郊
外
型
Ｓ
Ｃ
を
天

津
市
中
心
部
か
ら
南
西
へ
約
6
0
k
m
の
再
開
発
エ
リ
ア
に
ソ
フ
ト

オ
ー
プ
ン
し
た
。「
今
後
の
課
題
は
事
業
展
開
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な

が
ら
、出
店
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
。
最
終
的
に
は
現
地
化
、

す
な
わ
ち
中
国
の
優
秀
な
人
材
を
ヘ
ッ
ド
に
据
え
た
事
業
展
開
を
め

ざ
す
」（
平
林
氏
）と
い
う
。

　

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
多
様
な
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、中
国
社
会

に
定
着
す
る
こ
と
を
目
指
す
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
挑
戦
が
本
格
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

　イオン北京国際商城ＳＣのオープンから2

年。ここまでの来客数や売上の伸びに、北

京の人々の消費レベルやライフスタイルの

変化の速さを実感させられます。

　こうした中国社会の変化は、かつて日本で

私たちがたどってきた歴史と重なるものです。

ダイヤモンドシティ（当時、現イオンモール）が

はじめてのSCを大阪の郊外に出店したのは

１９７０年ですが、当時の小売業は市街地中

心部や駅前への出店が当り前で「こんな場所で大丈夫なのか」と言われたものです。

それだけモータリゼーションの進展に対する認識が薄かったわけですが、中国のマー

ケットも今、かつての日本のＳＣ時代の幕開けと同じ形で動き始めていると思います。

　もう１つ、重なるものがあります。海外展開における考え方です。イオンが海外に初

進出したのはマレーシアでしたが、その時の考え方は日本で培った経営技術をアジア

へ移転するということでした。つまり、日本でＳＣやスーパーマーケット展開を通して人々

の生活文化の発展に貢献してきた企業を母体にもつ企業として、その技術・ノウハウを

アジアの国々に伝えて社会に貢献しようと考えたのです。我々の使命は単にＳＣを作る

ことではない。それぞれの進出国の生活文化発展の礎になることにある。その考えは中

国でも変わりません。

　当ＳＣの成功の背景として見逃せないのは、北京市が進める郊外の再開発です。そ

のエリアに当ＳＣのような商業施設が加わることは北京市にとってプラスのはずであ

り、将来の地域発展の起爆剤にもなり得ると考えています。地域の雇用拡大にも貢献

するわけで、郊外開発のメリットがお互いにあったわけです。こうした点を含めて、当ＳＣ

を「中国の商業施設の将来あるべきスタイル」と評価する学識者や業界からのコメント

も多くあり、当社が進める郊外立地のモール型大規模ＳＣへの注目と期待は一段と高

まっていると受け止めております。

　当ＳＣの成功を受けて、今後は郊外型商業施設が増加すると予想されます。競争も

激しくなるでしょう。イオンモールは、日本で40年間培ったＳＣの企画・開発・運営のトー

タルなノウハウを持っており、これが大きな強みとなります。今後も、地域の発展に貢献

できるよう積極的に出店を進めて行かなければならないと思っています。

イオンモール株式会社
専務取締役　管理本部長

平林 秀博氏



Next JapanNext Japan

1415

　

多
く
の
日
本
企
業
が
中
国
へ
の

進
出
を
加
速
さ
せ
て
い
る
が
、

正
直
私
に
は
「
や
っ
と
動
き
出
し
た
か
」

と
い
う
印
象
と
同
時
に
「
遅
す
ぎ
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
も
あ
る
。
中
国

は
経
済
発
展
が
著
し
く
、
す
で
に
日
本

企
業
や
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
必
要

と
し
な
い
分
野
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら

だ
。
進
出
を
望
ん
で
も
相
手
か
ら
拒
ま

れ
る
可
能
性
も
十
分
あ
る
だ
ろ
う
。

　

な
ぜ
進
出
が
遅
れ
た
の
か
。
理
由
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
。
た
と
え
ば
中
国
ビ
ジ
ネ
ス

は
儲
か
ら
な
い
と
い
う
思
い
込
み
だ
。
中

国
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
痛
い
目
に
合
っ
た
人
が

今

乱 結
構
い
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
話
が
マ

ス
コ
ミ
で
誇
張
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
成
功
し
て
い
る
人
も
い
る
が
、
そ
う

い
う
人
は
自
分
た
ち
の
成
功
を
あ
ま
り

披
露
し
た
が
ら
な
い
。
儲
か
ら
な
い
人
の

話
が
メ
イ
ン
の
情
報
と
し
て
流
れ
る
と
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て

「
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
儲
か
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
進
出
を
躊
躇
す
る
よ

う
に
な
る
。
だ
が
実
態
は
違
う
。
貿
易

収
支
で
見
て
も
日
中
（
香
港
を
含
む
）

間
で
は
日
本
の
黒
字
で
あ
り
、
中
国
市

場
は
日
本
に
と
っ
て
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
に

な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
経
営
の
現
地
化
」
が
壁
だ
と
も
言
わ

れ
る
。
現
地
の
人
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
登

用
せ
よ
と
。
だ
が
、
私
は
そ
う
は
思
わ

な
い
。
現
地
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
部

分
だ
け
で
勝
負
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
っ
て
、

多
少
の
ア
レ
ン
ジ
は
必
要
だ
ろ
う
が
、
基

本
は
日
本
人
が
日
本
流
の
経
営
を
や
れ

ば
い
い
の
だ
。

　

た
し
か
に
、
日
本
型
の
雇
用
慣
行
の

中
で
働
い
て
く
れ
る
人
は
少
な
い
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
現
地
向
け
に
合

わ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
な
る
と
、
日

本
の
本
社
を
含
め
た
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
極
め
て
難
し
く
な
る
。
だ
か
ら
、

日
本
型
の
雇
用
慣
行
で
も
構
わ
な
い
と
い

う
人
だ
け
採
用
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
人
は
ど
の
国
に
も
1
〜
2
割
は

い
る
は
ず
だ
。
中
国
で
あ
れ
ば
1
3
億

人
の
1
〜
2
割
だ
け
を
相
手
に
す
れ
ば

い
い
。
そ
れ
だ
け
で
も
現
地
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
余
地
は
十
分
あ
る
と
思
う
。

　

市
場
の
開
拓
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。
日
本
の
産
業
が
新
興
国
市
場
の
需

要
の
大
半
を
取
る
必
要
な
ど
毛
頭
な
い

し
、
実
現
出
来
る
は
ず
も
な
い
。
日
本

で
働
く
人
々
の
雇
用
が
守
ら
れ
、
生
活

を
発
展
さ
せ
る
の
に
必
要
な
量
だ
け
の

需
要
を
開
拓
出
来
れ
ば
い
い
の
だ
。

機
を
逸
し
た
感
も
あ
る
今
に

至
っ
て
は
、
準
備
を
整
え
て
か

ら
動
く
の
で
は
な
く
、
ま
ず
跳
ん
で
み
る

こ
と
だ
。
か
つ
て
日
本
企
業
が
世
界
に
雄

飛
し
た
1
9
6
0
年
代
は
何
の
準
備
も

な
か
っ
た
。
海
外
へ
輸
出
し
な
け
れ
ば
生

き
ら
れ
な
い
か
ら
跳
ん
だ
の
だ
。
ト
ヨ
タ

も
最
初
に
輸
出
し
た
車
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ト
ロ
ー
ル
か
ら

〝
u
n
s
a
f
e 

t
o 

d
r
i
v
e
〞

と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
現
地
で
何

度
も
ト
ラ
イ
し
て
人
を
育
て
、
製
品
を

育
て
た
。

　

今
、
そ
の
逆
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
新
興
国
の
需
要
に
合

う
よ
う
な
製
品
を
作
る
こ
と
だ
。
た
し

か
に
、
そ
こ
に
は
大
き
な
壁
が
あ
る
。
ス

ペ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で
あ
る
。
日
本
の
常
識
で

作
っ
た
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
に
乗
せ
た
途

端
、
こ
れ
で
は
責
任
を
持
っ
て
売
れ
な
い

と
い
う
の
が
日
本
企
業
の
論
理
で
あ
り
倫

理
だ
か
ら
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
国
の

品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
を
、
そ
の
ま
ま
中
国

や
イ
ン
ド
で
使
え
る
は
ず
は
な
い
。
こ
れ

を
打
開
す
る
に
は
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
本
卦

が
え
り
」
が
有
効
だ
。
今
、
日
本
企
業

が
持
っ
て
い
る
も
の
づ
く
り
の
仕
組
み
の

中
に
、
今
の
中
国
や
イ
ン
ド
に
持
っ
て
行
っ

て
意
味
の
あ
る
部
分
が
残
っ
て
い
る
は
ず

で
、
そ
れ
を
使
え
ば
い
い
。
現
在
の
日
本

と
過
去
の
日
本
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
実
現

す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
新
興
国
市
場

の
状
況
に
適
応
し
た
こ
と
に
な
る
も
の
が

あ
り
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
セ
カ
ン

ド
ブ
ラ
ン
ド
で
売
れ
ば
い
い
。
フ
ラ
ン
ス
の

高
級
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
も
セ
カ
ン
ド
ブ
ラ
ン

ド
が
あ
り
、
品
質
の
劣
る
ぶ
ど
う
を
そ

こ
そ
こ
の
味
に
し
て
売
っ
て
い
る
。
そ
れ

と
同
じ
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。

暴
を
承
知
で
再
度
言
う
。
新

興
国
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
闇
雲

に
や
る
し
か
な
い
。
緻
密
に
分
析
し
て

確
実
な
道
を
、
な
ど
と
言
っ
て
い
て
は

結
局
何
も
出
来
な
い
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

面
は
い
く
ら
で
も
あ
る
し
、
出
来
な
い

理
屈
な
ど
い
く
ら
で
も
探
せ
る
。
小
さ

い
投
資
で
い
い
か
ら
数
を
打
つ
こ
と
だ
。

小
さ
い
球
が
大
砲
に
化
け
る
可
能
性
が

あ
る
。
過
去
の
成
功
例
を
み
て
も
、
大

体
そ
う
い
う
も
の
だ
。
戦
後
の
日
本
企

業
が
、
ど
う
い
う
思
い
で
米
国
へ
出
か

時

《
N
E
X
T 

J
A
P
A
N
へ
の
提
言
》

け
て
行
っ
た
か
。
そ
の
当
時
に
学
ん
で
み

て
は
ど
う
か
。

　

ホ
ン
ダ
は
1
9
6
0
年
に
米
国
に
進

出
し
た
。
持
っ
て
行
っ
た
の
は
5
0
c
c

の
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
だ
。
だ
が
、
ま
っ
た
く

売
れ
な
か
っ
た
。
車
社
会
の
米
国
に
オ
ー

ト
バ
イ
の
文
化
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
思

案
を
重
ね
る
中
で
１
人
の
現
地
社
員
が

思
い
つ
く
。
米
国
人
は
ト
ラ
ッ
ク
で
狩
り

や
釣
り
に
出
か
け
る
。
車
道
が
な
く
な

る
奥
地
で
な
ら
バ
イ
ク
が
使
え
る
は
ず

だ
…
。
そ
れ
を
糸
口
に
次
々
と
利
用
法

を
見
つ
け
て
需
要
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
ホ
ン
ダ
は
米
国
の
オ
ー
ト
バ
イ

市
場
を
開
拓
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ホ

ン
ダ
に
は
最
初
か
ら
勝
算
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
た
だ
、
戦
略
は
あ
っ
た
。

戦
後
世
界
の
消
費
文
化
の
源
泉
で
あ
る

米
国
。
そ
の
米
国
で
市
場
が
作
れ
な
か
っ

た
ら
、
ど
う
せ
大
し
た
会
社
に
は
な
れ

な
い
。
だ
か
ら
や
る
ん
だ
と
。
具
体
的

な
戦
術
は
な
い
ま
ま
、
い
わ
ば
闇
雲
に

打
っ
て
出
た
の
だ
。

　

ま
た
、
1
9
6
3
年
に
は
最
初
の
軽

ト
ラ
ッ
ク
を
世
に
出
し
た
。
4
輪
車
事

業
で
は
最
後
発
の
参
入
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
同
じ
年
に
Ｆ
１
レ
ー
ス
に
挑
戦

す
る
と
宣
言
し
、
翌
年
、
本
当
に
参
戦

し
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
初
優
勝
し
た
。

4
輪
車
市
場
に
参
入
し
た
ば
か
り
の
ホ

ン
ダ
の
乱
暴
と
も
言
え
る
挑
戦
だ
っ
た

が
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
技
術
を
学

ぶ
超
高
速
学
習
の
場
を
得
た
わ
け
だ
。

　

新
興
国
市
場
に
つ
い
て
も
、
い
か
に
し

て
そ
う
し
た
超
高
速
学
習
の
場
を
作
れ

る
か
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
日
本
企

業
に
は
優
秀
な
人
材
が
多
い
。
チ
ャ
ン
ス

さ
え
与
え
れ
ば
き
っ
と
本
気
で
学
ぶ
と

確
信
す
る
。　
　

HIROYUKI ITAMI
一橋大学商学部卒業。カーネギーメロン大学経営大学院Ph.D。一橋大学
大学院商学研究科教授を経て、08年4月より現職。著書に「経営を見る眼」
「経営戦略の論理」「日本型コーポレートガバナンス」など多数、近著に「本田
宗一郎──やってみもせんで、何がわかる」がある。

見
る
前
に
跳
べ
。

課
題
は
超
高
速
学
習
の
場
づ
く
り

日
本
人
に
よ
る

日
本
流
の
経
営
で
い
い

ホ
ン
ダ
の

〝
乱
暴
な
挑
戦
〞に
学
べ

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の

本
卦
が
え
り
を

東京理科大学教授
総合科学技術経営研究科長

伊丹 敬之氏
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ケ
イ
テ
ッ
ク
は
、初
代
「
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
」
を

生
産
し
た
ソ
ニ
ー
中
新
田
株
式
会
社
の
流
れ

を
汲
む
会
社
だ
。ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
独

立
後
は
、電
子
機
器
の
設
計
・
試
作
・
生
産
、電

子
機
器
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
つ
い
て
、

メ
ー
カ
ー
の
系
列
を
問
わ
ず
受
託
す
る
こ
と

を
主
業
と
し
て
い
る
。技
術
領
域
は
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、デ
ジ
タ
ル
の
３
分

野
で
、主
な
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、車
載
用
液

晶
・
カ
メ
ラ
モ
ジ
ュ
ー
ル
、車
載
用
Ａ
Ｖ
機
器
、

ゲ
ー
ム
機
、デ
ジ
タ
ル
家
電
等
の
一
般
向
け
、Ｐ

Ｃ
マ
ザ
ー
ボ
ー
ド
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
等
の

プ
ロ
向
け
、さ
ら
に
は
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用

基
板
、携
帯
端
末
基
板
な
ど
産
業
用
ま
で
幅

広
い
。

　

今
回
の
事
の
始
ま
り
は
今
年
３
月
。
同
社

の
株
主
で
あ
る
リ
サ
・コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン・フ
ァ
ン
ド
投
資
事
業
有
限
責
任
組

合（
Ｒ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）等
が
、保
有
す
る
優
先
株
式
の

売
却
等
の
意
向
を
表
明
し
た
の
だ
。
投
資
家

で
あ
る
フ
ァ
ン
ド
は
い
ず
れ
そ
う
す
る
と
は
い

え
、会
社
の
経
営
に
大
き
く
関
係
す
る
重
大

事
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
会
社
の
自
立
的

成
長
に
向
け
て
現
経
営
陣
が
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
実
行

を
決
断
し
、そ
の
資
金
調
達
方
法
と
し
て
メ
ザ

ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

　

実
は
同
社
は
過
去
に
2
度
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
を
経

験
し
て
い
た
。１
度
目
は
0
5
年
。ソ
ニ
ー
中

新
田
が
米
国
企
業
の
傘
下
と
な
っ
た
後
、そ
こ

か
ら
独
立
す
べ
く
、会
社
分
割
に
よ
っ
て
新
会

社
ケ
イ
テ
ッ
ク
を
設
立
し
、Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
の
出

資（
普
通
株
式
）を
受
け
て
い
る
。２
度
目
は

0
8
年
。Ｒ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
等
の
出
資（
優
先
株
式
）

を
受
け
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

1
度
目
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
は
、米
国
企
業
と
の
間
で

事
業
構
造
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分

か
れ
、会
社
分
割
に
よ
る
Ｍ
Ｂ
Ｏ
を
行
っ
た
も

の
で
、次
は
株
主
で
あ
る
投
資
家
の
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ

（
出
口
戦
略
）へ
の
対
応
の
た
め
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
も
投
資
家
の

E
X
I
T
に
対
応
す
る
Ｍ
Ｂ
Ｏ
だ
が
、1
0
年

間
で
株
主
が
3
回
も
変
わ
る
と
い
う
の
は
経

営
陣
に
と
っ
て
も
か
な
り
の
負
担
で
あ
る
。そ

れ
だ
け
に
今
回
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に
は
、過
去
の
教
訓

を
活
か
そ
う
と
い
う
経
営
陣
の
強
い
決
意
が

込
め
ら
れ
て
い

た
の
だ
っ
た
。

　

同
社
社
長

の
野
村
和
正

氏
が
語
る
。

「
本
来
、企
業

家
は〝
山
あ
り

谷
あ
り
〞な
が

ら
も
長
期
に

わ
た
っ
て
会
社
を
成
長
・
発
展
さ
せ
た
い
と
考

え
る
も
の
で
す
が
、過
去
５
年
間
は
、投
資
家

で
あ
る
フ
ァ
ン
ド
の
E
X
I
T
へ
の
対
応
も
あ

り
、経
営
に
な
か
な
か
没
頭
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
こ
で
、今
度
こ
そ
長
期
的
な
視
点
で
当

社
の
自
主
自
立
を
実
現
し
た
い
と
考
え
た
わ

け
で
す
」

　

度
重
な
る
投
資
家
の
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
へ
の
対
応
に

よ
り
経
営
が
疎
か
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
た

経
営
陣
は
、新
た
な
株
主
を
得
て
３
度
目
の
Ｍ

Ｂ
Ｏ
と
資
本
再
構
築
を
行
う
こ
と
を
企
図

し
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
対
し
て
支
援
を
依
頼
し
た
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
で
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
組
成
を

担
当
す
る
企
業
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の

三
ヶ
山
正
明
は
、「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
産
業（
注
３
）は
収

益
面
で
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、ソ
ニ
ー
か
ら
離
れ
て
1
0
年

に
わ
た
り
一
定
の
利
益
水
準
を
実
現
し
て
い
る

こ
と
は
非
常
に
評
価
出
来
る
」
と
し
た
う
え

で
、今
回
の
支
援
を
応
諾
し
た
理
由
を
次
の
よ

う
に
語
る
。「
ケ
イ
テ
ッ
ク
様
は
受
託
生
産
と

そ
れ
に
伴
う
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
危
機

意
識
は
ど
こ
よ
り
も
高
く
、将
来
を
見
据
え

た
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
、相
応

の
受
注
が
期
待
出
来
る
有
望
な
事
業
分
野
を

３
度
目
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に

決
意
を
込
め
て

企
業
の
夢
の
実
現
に

向
け
て

「メザニンの実行は、金融機関から中長期的な事業性が評価された
ことを意味します。実際に今、それを実感していて、極端に言うと当社
の将来が保証されたと見る方々が大多数です。お陰で事業はやり易
くなりましたが、同時に大きな責任を感じています」

ケイテック株式会社　

代表取締役　社長　野村 和正氏

な
か
に
い
だ

長期的視野から企業の
自立的成長を支援
── 地域企業のMBOに対し、メザニンファイナンスを実施 ──

　近年、日本ではバイアウト（企業買収）など企業の成長に伴う様々な場面で、
メザニンファイナンスを活用するケースが増えている。日本政策投資銀行（DBJ）
も、企業の自立的な成長に対する支援の一環として、メザニンファイナンスに
よる資金供給に積極的に取り組んでいる。ここでは最近の事例として、宮城県の
地域企業であるケイテック株式会社（本社：宮城県加美郡加美町）のMBO
（注１）に対するUDSコーポレート・メザニン3号投資事業有限責任組合（UDS
メザニンファンド、注２）を通じたメザニンファイナンスについて紹介する。

Scenes of Solution 
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ケイテック株式会社

取締役　管理本部長　伊藤 明洋氏

「近年ＩＰＯの数が減少する中で、ファンドのＥＸＩＴとしてメザニン
ＭＢＯは面白いと思います。企業の自立までの時期にはファンドは
有効ですが、そこから卒業するのにメザニンファイナンスを活用する
という形が広まることを期待しています」

Scenes of Solution 
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Scenes of Solution 

有
し
て
い
る
こ
と
、ま
た
多
様
な
取
引
先
を
有

し
リ
ス
ク
分
散
が
効
い
て
い
る
こ
と
、さ
ら
に
は

新
し
い
技
術
領
域
に
も
積
極
的
に
対
応
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
わ
せ
て
、メ
ザ

ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
行
は
可
能
と
判
断
し

ま
し
た
」

　

Ｒ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
等
と
の
株
式
譲
渡
交
渉
が
ま

と
ま
っ
た
の
は
７
月
半
ば
。Ｍ
Ｂ
Ｏ
お
よ
び
メ

ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、そ
れ
か
ら
１
ヵ
月

半
後
の
８
月
末
に
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
ス

キ
ー
ム
は
、ケ
イ
テ
ッ
ク
の
経
営
陣
が
設
立

し
た
Ｓ
Ｐ
Ｃ「
Ｋ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
」が
、R
C
S
F
等
が
所
有
す
る
優
先
株

式
を
含
む
全
株
式
を
買
い
受
け
、そ
の
買
い

取
り
資
金
の
一
部
を
Ｕ
Ｄ
Ｓ
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
ン

ド
が
劣
後
ロ
ー
ン
お
よ
び
議
決
権
の
な
い
優

先
株
式
に
よ
り
提
供
す
る
と
い
う
も
の
だ

（
図
）。

　

実
は
、バ
イ
ア
ウ
ト
案
件
の
事
務
手
続
き
や

契
約
作
業
に
は
通
常
数
ヵ
月
を
要
す
る
。「
メ

ザ
ニ
ン
を
含
め
て
、こ
れ
だ
け
の
短
期
間
で
実

行
す
る
の
は
極
め
て
異
例
」（
三
ヶ
山
）と
い
う

状
況
の
中
で
、関
係
者
は
ゴ
ー
ル
へ
向
か
っ
て
全

力
投
球
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
原
動
力
が
、ケ

イ
テ
ッ
ク
の
夢
を
実
現
し
た
い・
さ
せ
た
い
と
い

う
当
事
者
の
思
い
に
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。「
今
回
は
、長
期
的
に
信
頼
し
て
く

れ
る
銀
行
と
長
期
的
に
飛
躍
し
て
行
き
た
い

会
社
の
夢
と
が
１
つ
に
な
っ
て
、無
事
に
Ｍ
Ｂ
Ｏ

を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
」

と
い
う
野
村
氏
の
言
葉
に
、そ
う
し
た
思
い
が

象
徴
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

で
は
、ケ
イ
テ
ッ
ク
が
描
く
夢
と
は
何
な
の

か
。そ
れ
を
知
る
に
は
、同
社
の
事
業
コ
ン
セ
プ

ト
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
。

　

も
と
も
と
技
術
志
向
が
強
く
、Ｅ
Ｍ
Ｓ

と
は
異
な
る
事
業
構
造
を
目
指
す
ケ
イ

テ
ッ
ク
で
は
、独
自
の
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
「
Ｄ
Ｍ
Ｓ
」
を
掲
げ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t 

& 

D
e
s
i
g
n

＝
単
な
る
量
産
設
計
を
超
え
た
製
品

構
想
、
試
作
立
ち
上
げ
等
も
含
む
開

発
段
階
か
ら
の
設
計
サ
ー
ビ
ス
、

M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
i
n
g
＝
受
託
生
産

だ
け
で
な
い
、高
度
な
信
頼
性
評
価
技
術
や

生
産
技
術
支
援
を
も
伴
う
生
産
サ
ー
ビ
ス
、

S
e
r
v
i
c
e 

S
o
l
u
t
i
o
n
＝

修
理
や
不
良
解
析
な
ど
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
み
な
ら
ず
、部
材
調
達
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、製
品

化
や
新
規
事
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
付

加
価
値
も
提
供
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
│
│
で
あ
る
。
単
な
る
製
造
だ
け
で
な
く
、

開
発
と
設
計
、品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
を〝
Ｄ
Ｎ

Ａ
〞と
し
て
い
る
点
こ
そ
Ｄ
Ｍ
Ｓ
コ
ン
セ
プ
ト
の

核
心
な
の
だ
。

　

同
社
管
理
本
部
長
の
伊
藤
明
洋
氏
は
言

う
。「
米
国
企
業
の
傘
下
時
代
、我
々
は
技
術

の
蓄
積
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
く
の
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。外
資
系
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
多
く
は
設

計
機
能
を
持
た
な
い
た
め
、事
業
構
造
に
対

す
る
考
え
方
で
齟
齬
が
生
じ
た
の
で
す
。
そ

う
し
た
中
、米
国
本
社
か
ら
設
計
部
隊
縮
小

の
指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
我
々
は
、

製
造
受
託
だ
け
で
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
し
て
の
差
別

化
は
出
来
な
い
と
考
え
、当
時
１
０
０
人
余

り
い
た
設
計
部
隊
を
引
き
連
れ
、Ｄ
Ｍ
Ｓ
コ
ン

セ
プ
ト
を
掲
げ
て
ケ
イ
テ
ッ
ク
を
設
立
し
た

の
で
す
」

　

技
術
志
向
の
強
さ
は
、0
2
年
に
自
動
車

部
品
の
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
基
準
の
国
際
規
格
で

あ
る
Ｔ
Ｓ
１
６
９
４
９（
自
動
車
業
界
向
け
の

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
）の
認
証

を
、Ｅ
Ｍ
Ｓ
企
業
と
し
て
は
日
本
で
初
め
て
取

得
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。世
界
最
高
ク
ラ

ス
と
さ
れ
る
こ
の
厳
し
い
品
質
基
準
を
ベ
ー
ス

に
、同
社
は
他
の
事
業
分
野
に
お
い
て
も
高
度

な
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
し
続
け

て
来
た
の
で
あ
る
。

　

３
度
目
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
後
、Ｄ
Ｍ
Ｓ
コ
ン
セ
プ
ト
を

よ
り
鮮
明
に
掲
げ
て
自
主
自
立
の
道
を
歩
き

始
め
た
ケ
イ
テ
ッ
ク
。今
後
の
展
開
に
つ
い
て
野

村
氏
は「
設
立
以
来
、Ｄ
と
Ｓ
が
そ
れ
ぞ
れ
２

割
、Ｍ
が
６
割
の
事
業
比
率
で
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
が
、今
後
は
Ｄ
と
Ｓ
で
６
割
、Ｍ
で
４
割

に
持
っ
て
行
き
た
い
」と
言
う
。見
据
え
て
い
る

の
は
、加
速
す
る
国
内
取
引
先
企
業
の
海
外
進

出
の
動
き
で
あ
る
。「
今
後
、円
高
が
一
段
と
進

ん
で
日
本
か
ら
の
輸
出
が
成
り
立
た
な
く
な

れ
ば
、我
々
も
海
外
企
業
と
の
取
引
が
必
要
に

な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
時
に
備
え
て
、当
社
の
２

つ
の
付
加
価
値
の
成
長
を
加
速
さ
せ
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
の
で
す
」

　

避
け
ら

れ
な
い
グ

ロ
ー
バ
ル
競

争
の
中
で
の

Ｄ
Ｍ
Ｓ
の
強

さ
に
つ
い
て
、

野
村
氏
は

「
Ｄ
Ｍ
Ｓ
と

い
う
一
気
通

貫
の
流
れ
の

中
で
も
の
を

作
る
分
、Ｄ
の
不
具
合
は
Ｍ
で
分
か
る
し
、Ｍ
の

不
具
合
は
Ｓ
で
分
か
る
。
問
題
点
の
早
期
発

見
と
解
決
と
い
う
点
に
お
い
て
、海
外
Ｅ
Ｍ
Ｓ

企
業
で
当
社
に
優
る
所
は
な
い
は
ず
」と
自
信

を
見
せ
る
。

　

さ
ら
に
野
村
氏
は
、Ｄ
Ｍ
Ｓ
こ
そ
日
本
の
受

託
サ
ー
ビ
ス
の
新
し
い
生
き
残
り
方
で
は
な
い

か
と
提
言
す
る
。「
事
業
構
造
が
次
々
と
変
わ

る
中
で
、大
企
業
は
固
定
費
の
重
さ
に
耐
え
か

ね
て
海
外
へ
出
て
行
く
。設
計
者
も
固
定
費
と

考
え
外
へ
出
す
。そ
の
結
果
、技
術
も
残
ら
ず

フ
ァ
ブ
レ
ス（
注
４
）に
な
る
。で
も
こ
れ
で
は
最

悪
の
場
合
、大
企
業
が
成
り
立
た
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
、我
々
の
よ

う
な
会
社
は
ど
ち
ら
へ
も
転
換
出
来
る
。規
模

も
小
さ
く
身
軽
。設
計
に
重
き
を
置
き
な
が

ら
製
造
も
や
る
。
品
質
に
対
す
る
こ
だ
わ
り

も
強
い
。こ
う
い
う
Ｄ
Ｍ
Ｓ
の
会
社
が
日
本
の

も
の
づ
く
り
企
業
と
し
て
生
き
残
る
こ
と
を

目
指
し
た
い
の
で
す
」

　

技
術
的
に
も
Ｔ
Ｓ
１
６
９
４
９
認
証
を
土

台
に
し
て
い
る
点
は
優
位
だ
と
い
う
。「
一
番
重

要
な
の
は
、Ｔ
Ｓ
認
証
に
象
徴
さ
れ
る
品
質
に

対
す
る
考
え
方
が
、車
以
外
の
他
の
分
野
に
お

い
て
も
活
き
る
と
い
う
こ
と
。た
と
え
ば
、医

療
分
野
は
今
後
必
ず
伸
び
る
は
ず
で
、当
社
で

も
進
出
を
準
備
し
て
い
ま
す
。車
に
し
ろ
医
療

関
連
に
し
ろ
、日
本
の
優
秀
な
技
術
で
な
け
れ

ば
通
用
し
な
い
領
域
で
勝
負
し
た
い
で
す
ね
」

　

企
業
の
夢
を
応
援
す
る
こ
と
が
金
融
機
関

の
使
命
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
理
だ
。金
融
力

で
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
企
業
理
念
に

掲
げ
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ
も
、そ
の
金
融
力
、デ
ザ
イ
ン
力

に
一
段
と
磨
き
を
か
け
て
、地
域
の
成
長
に
資

す
る
企
業
を
応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

独
自
の
事
業
コ
ン
セ
プ
ト

「
Ｄ
Ｍ
Ｓ
」と
は

日
本
を
代
表
す
る

も
の
づ
く
り
企
業
と
し
て

　メザニンとは「中2階」を意味する。企業の資金調達手段のリスク・リターン構造において、シニアファイナンス(シニアローン等)とエ

クイティファイナンス（普通株の発行）の中間に位置するファイナンス手法だ。主な手法は劣後ローン（返済順位や清算時の配当順位

等で他の債権に劣後する債権）と優先株式（配当支払や残余財産の分配等で普通株に優先する株式）。

　その特徴は、会社側の資金ニーズや資本政策に応じて、シニアファイナンスとエクイティファイナンス双方の特色を活かした多様な

商品設計が可能なこと。具体的には、①シニアローンでは対応が困難なリスクマネーが提供出来る、②既存株主の議決権希薄化を回

避したり、普通株式の経済的な希薄化を回避・軽減出来る、③償還スケジュールを相当程度弾力的、柔軟に設定（償還の繰延、前倒し）

出来る──などだ。

●解説　メザニンファイナンスとは

（注1）Management Buy-Out。経営陣が自ら会社の
株式・事業などをその所有者から買収すること。

（注2）ＤＢＪ、株式会社三井住友銀行および三井住
友ファイナンス&リース株式会社が共同で組成した
コーポレート・メザニンの引受けを行うファンド

（注３）Electronics Manufacturing Service。設計は
発注元が行い生産を受託するＯＥＭ（Original 
Equipment  Manufacturer）と、上流の設計
工程も含めて受託するＯＤＭ（Original Design 
Manufacturer）とに大別される。

（注４）fab（fabrication facility、製造能力つまり「工
場」）を所有せずメーカーとしての活動を行う企業
を指す造語およびビジネスモデル。

図）スキーム概要

ケイテック（株）

Kホールディングス（株）
（株式買収SPC）

既存シニアレンダー

既存株主
（経営陣、RCSF等）

株式譲渡代金

普通株（再出資）

経営陣 UDSメザニンファンド
メザニンファイナンス
　・劣後ローン
　・優先株

LBOローン
コミットメント・ライン

既存借入返済

合
併

シニアレンダー
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長年培ってきたフィルム加工技術および木材加工

技術を基盤として技術を進化させ、先端技術分野

における高機能で高付加価値の製品を開発して

いる新規材料事業部。写真はノートパソコン、

携帯電話、デジタルカメラなど、今やあらゆる液晶

ディスプレイに使われている光学フィルム。そこ

に不可欠な偏光フィルム、位相差フィルムなどの光

学フィルムはエレクトロニクスの技術革新に寄与し

ている。

　大倉工業（本社・香川県丸亀市）の創業は戦後
間もない1947年。小さな住宅会社からのスタート
だった。その後、次々と新しい事業分野へ挑戦し、
60余年を経た今では、食品包装から産業資材まで
幅広い分野のプラスチックフィルムを扱う合成樹
脂事業、液晶画面などに用いる光学フィルムの新規
材料事業、エコ製品として注目を集めるパーティクル
ボードを中心とする建材事業の３事業を柱に、
開発部隊のＲ＆Ｄセンターを擁する四国有数の
製造加工メーカーへと成長した。四国の上場企業
38社中の１社として地域経済への貢献も大きい。
同社５人目の社長として今年１月から経営の舵取り
に当たる　濵和則氏は、先の見えない時代に衆知
を集めた「常識の経営」を掲げ、さらなる企業価値
の向上を図ろうとしている。

大倉工業株式会社

代表取締役社長

濵 和則 氏

　

も
う
１
つ
良
か
っ
た
の
は
、
入
社
１
年
目
か

ら
仕
事
を
任
さ
れ
た
こ
と
。上
司
は
「
お
前
が

納
得
出
来
る
仕
事
を
し
ろ
」
と
い
う
姿
勢
だ
っ

た
の
で
、
結
果
と
し
て
早
く
力
が
つ
い
た
わ
け

で
す
。２
年
目
に
は
新
し
い
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー

ド
開
発
の
仕
事
を
、
商
品
設
計
か
ら
販
売

ま
で
す
べ
て
任
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
と
き
の

い
わ
ば
〝
事
業
経
験
〞
が
、
私
の
一
番
の
力
の

源
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

│
│ 

任
さ
れ
る
分
、不
安
や
悩
み
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
す
か

　

た
し
か
に
そ
う
で
す
が
、「
お
前
に
任
せ
る
」

と
言
わ
れ
た
ら
、や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。一
番

大
変
だ
っ
た
の
は
ク
レ
ー
ム
対
応
で
す
。本
当

に
た
く
さ
ん
経
験
し
ま
し
た
。最
後
ま
で
こ
じ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、結
果
的
に
お
客

様
と
信
頼
関
係
が
強
く
な
る
場
合
が
多
か
っ

た
で
す
ね
。ク
レ
ー
ム
は
会
社
同
士
の
関
係
で

処
理
し
よ
う
と
す
る
と
お
金
で
解
決
す
る
し

か
な
い
の
で
す
が
、
私
は
人
と
人
と
の
信
頼
関

係
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
徹
底
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
1
0
数

億
円
の
賠
償
金
を
請
求
さ
れ
た
時
で
、
一
時

は
辞
表
の
提
出
を
考
え
る
ほ
ど
で
し
た
。製

品
不
良
の
事
実
は
動
か
し
よ
う
が
な
い
。失

い
か
け
た
信
用
を
取
り
戻
す
に
は
、
当
社
の

責
任
を
全
う
す
べ
く
誠
心
誠
意
の
対
応
に

努
め
る
し
か
な
い
。部
下
に
も
「
命
ま
で
は

取
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。ま
た
稼
い
で
返
せ

ば
い
い
」
と
言
っ
て
頑
張
ら
せ
ま
し
た
。そ
の

結
果
、
信
頼
関
係
は
壊
れ
る
こ
と
な
く

1
/
1
0
程
度
の
負
担
で
済
ん
だ
の
で
す
。

そ
の
時
の
お
客
様
と
は
２
年
前
に
共
同
事

業
を
始
め
た
ほ
ど
で
す
。

│
│ 

そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

一
番
の
強
み
は
何
で
す
か

　

今
ま
で
に
な
い
変
化
が
起
き
た
と
き
に
、

そ
の
現
象
の
意
味
を
聞
け
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。私
１
人
の

資
質
や
知
識
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
各
分

野
の
プ
ロ
に
聞
く
の
で
す
。も
ち
ろ
ん
、
私
も

１
人
の
プ
ロ
と
し
て
意
見
を
求
め
ら
れ
ま

す
。そ
う
い
う
プ
ロ
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

私
の
財
産
で
あ
り
強
み
で
す
。そ
し
て
、
そ

う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
相
互
に
信
頼
関
係

が
出
来
て
い
な
い
と
絶
対
に
機
能
し
ま
せ

ん
。ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
の
中
で
、
お
互
い
素

直
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
る
関
係
こ
そ

本
物
の
財
産
で
あ
り
、
一
番
大
切
に
し
た
い

も
の
で
す
。

│
│ 

新
人
時
代
は
ど
ん
な
社
員
で
し
た
か

　

就
職
し
た
ら
仕
事
は
一
生
懸
命
や
る
つ
も
り

で
し
た
が
、
出
世
欲
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。そ

れ
と
出
身
が
理
科
系
だ
っ
た
の
で
、
営
業
の
仕

事
だ
け
は
嫌
で
工
場
へ
行
き
た
か
っ
た
。強
く

言
い
張
っ
た
の
で
、
新
人
研
修
後
の
配
属
も
皆

か
ら
１
か
月
遅
れ
た
ほ
ど
で
す
。と
に
か
く
、

言
い
た
い
こ
と
は
は
っ
き
り
言
う
方
で
し
た
か

ら
、上
司
か
ら
見
る
と
一
番
扱
い
に
く
い
タ
イ
プ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
最
初
は
建
材
の
営
業
に
回
さ

れ
ま
し
た
。そ
こ
の
上
司
か
ら
「
お
前
の
面
倒

は
俺
が
見
る
。嫌
だ
っ
た
ら
１
年
で
工
場
へ
行

け
ば
い
い
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
私
も
折
れ
た
の

で
す
。結
局
、
そ
の
後
1
0
数
年
間
、
営
業
の

仕
事
を
続
け
ま
し
た
。営
業
と
は
モ
ノ
を
売

る
の
で
は
な
く
自
分
を
売
る
こ
と
、
人
間
同

士
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
だ
と
知
っ
て
真

剣
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。そ

し
て
、
お
客
様
か
ら
頂
く「
あ
り
が
と
う
」の

言
葉
が
何
よ
り
嬉
し
く
、
お
客
様
か
ら
頼
ま

れ
た
こ
と
は
必
ず
や
り
遂
げ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。今
で
も
お
客
様
か
ら
の
感
謝
が
一
番
嬉

し
い
で
す
ね
。

任
さ
れ
た
ら
、や
る
し
か
な
い

一
番
の
強
み
は
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

先
の
見
え
な
い
時
代
に

衆
知
を
集
め
た「
常
識
の
経
営
」で
挑
む
。
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│
│ 

ど
う
い
う
経
営
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
か

　

私
自
身
、
特
別
な
経
営
哲
学
に
縛
ら
れ
る
の

で
は
な
く
、「
常
識
の
経
営
」を
基
本
に
し
て
い

ま
す
。法
律
、財
務
、事
業
な
ど
各
分
野
の
プ
ロ

に
意
見
を
聞
い
て
常
識
的
に
判
断
す
る
。奇
を

て
ら
っ
た
り
、い
い
格
好
を
し
た
り
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
各
事
業
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
部
の
ト
ッ
プ
に
任
せ
て
い
る

の
で
、
そ
の
判
断
を
最
優
先
し
ま
す
。社
長
の

私
が
決
め
た
こ
と
に
た
だ
従
う
の
で
は
無
責
任

体
質
に
な
る
の
で
、
各
事
業
部
の
責
任
意
識
、

現
場
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
に
も
そ

う
い
う
意
思
決
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
大
事
な
こ
と
は
、業
績
が
い
い
時
も
悪

い
時
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
見
方
、
判
断
が
出
来

る
人
材
を
各
部
門
に
配
置
す
る
こ
と
で
す
。私

は
各
事
業
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
、
ベ
ス
ト
な

判
断
を
下
す
の
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

│
│ 

ど
の
よ
う
な
視
点
が
大
事
で
す
か

　

市
場
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
今
の
時
代
、

事
実
と
真
実
の
見
極
め
が
大
事
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、た
と
え

ば
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
当
社
も
大
き
く
売

上
を
落
と
し
ま
し
た
。こ
の
場
合
、
売
上
が
落

ち
た
こ
と
は「
事
実
」で
す
が
、
リ
ー
マ
ン
が
な

か
っ
た
と
し
て
も
落
ち
る
こ
と
は
あ
る
は
ず

で
、
す
べ
て
を
リ
ー
マ
ン
の
せ
い
に
し
て
は
「
真

実
」
が
見
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で

実
際
に
、商
品
が
な
ぜ
売
れ
な
い
の
か
、ど
う
い

う
ル
ー
ト
で
流
れ
、
ど
う
い
う
お
客
様
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
徹
底
的
に
調
べ
て
み
る
と
、
実

は
売
れ
な
い
所
に
持
っ
て
行
っ
て
い
る
か
ら
売
れ

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
お
客
様

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
う
一
度
見
直
し
、
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。事
実
の
裏
に
真
実
が
あ
っ
た
わ
け

で
、
物
事
の
表
の
事
実
だ
け
に
囚
わ
れ
て
い
て

は
隠
さ
れ
た
真
実
は
見
え
ま
せ
ん
。経
営
者
は

常
に
真
実
を
追
究
し
、
将
来
を
予
測
し
て
適

切
な
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

│
│ 

今
後
の
事
業
戦
略
は

　
「
常
識
の
経
営
」と
言
い
ま
し
た
が
、
企
業
で
あ

れ
ば
成
長
分
野
に
経
営
資
源
を
投
下
す
る
の
が

当
り
前
で
す
。そ
の
際
、
国
内
需
要
と
海
外
需
要

を
区
分
け
し
、
需
要
が
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
国
内

は
徹
底
的
に
量
志
向
で
行
く
。対
し
て
海
外
は
体

力
的
に
量
で
は
勝
負
出
来
な
い
の
で
、
製
品
の
品

質
で
優
位
性
を
確
保
す
る
。こ
れ
が
基
本
で
す
。

　

今
後
注
力
す
る
新
し
い
市
場
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
す
。こ
こ
は
必
ず
伸
び
る
の
で
勝
て
る
製

品
で
勝
負
し
ま
す
。た
と
え
ば
、
太
陽
電
池
の

バ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
外
包

材
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
当
社
の
要
素
技
術
が
活

か
せ
る
分
野
で
す
。ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
伸
び

る
分
野
は
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
分
野
で
は
、
液
晶
画
面
を
構
成
す
る
光
学

フ
ィ
ル
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、今
で
は
３
Ｄ
用
の

眼
鏡
、
画
面
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
用
部
材
な
ど
を
手

が
け
て
い
る
よ
う
に
、そ
の
時
代
が
要
求
す
る
も

の
を
伸
ば
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、建
材
は
国
内
需
要
の
み
で
す
が
、0
8

年
に
約
8
0
億
円
を
か
け
て
最
先
端
の
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
製
造
設
備
を
導
入
し
、
フ
ロ

ア
の
台
板
や
耐
力
壁
の
合
板
の
代
替
な
ど
新

し
い
事
業
領
域
に
出
て
行
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。分
野
と
し
て
は
旧
態
依
然
で
あ
っ
て
も
事

業
領
域
は
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
お
り
、
安
定
的

な
成
長
が
期
待
出
来
ま
す
。

　

当
社
が
目
指
す
の
は
、
加
工
技
術
と
機
能

材
料
を
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
と
す
る
高
度
加

工
メ
ー
カ
ー
で
す
。素
材
を
加
工
し
て
新
し
い

付
加
価
値
を
生
み
出
す
の
が
加
工
技
術
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
高
い
機
能
を
持
つ
材
料
を
社

会
に
提
供
し
続
け
た
い
の
で
す
。こ
の
先
も
丸

亀
の
地
を
拠
点
に
、「
国
際
競
争
で
優
位
に
立

つ
大
倉
工
業
」
の
具
現
化
に
向
け
て
全
社
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

丸
亀
発
で
世
界
と
競
う

1950年、香川県生まれ。75年大倉工業入社。2003年取締役、

06年常務、09年代表取締役専務を経て、10年1月より現職。

「社長になりたいとも、なれるとも思っていなかったのですが、

リーマンショック後の厳しい環境の中で“嫌な予感”は

ありました（笑）。先の見えない時代に、　濵なら何があって

も動じることなく乗り切るはずということで選ばれたのだ

と思います。これからはチャレンジングに前を向いて行くタイ

プでないと社長の仕事は務まりませんから。これからも新分

野にチャレンジしていきます」

神奈川県箱根町生まれ。
旅をテーマにエッセイ、ノ
ンフィクションなどを幅広
く執筆。主な著書に『箱根
富士屋ホテル物語』『帝国
ホテルライト館の謎』『旅
する理由』『消えた宿泊名
簿』などがある。

山口�由美
旅する作家

　

万
博
が
開
催
さ
れ
た
上
海
で
は
、
昨
年
か
ら
今
年
に

か
け
て
新
し
い
ホ
テ
ル
の
オ
ー
プ
ン
が
相
次
い
だ
。
な
か
で

も
、
特
別
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
が
、
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ

上
海
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

　

ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
の
創
業
者
は
、
十
九
世
紀
後
半
、

中
東
か
ら
極
東
に
や
っ
て
来
た
カ
ド
ゥ
ー
リ
兄
弟
で
あ
る
。

成
功
を
夢
見
た
彼
ら
の
よ
う
な
若
き
商
人
を「
冒
険
商
人
」

と
呼
ん
だ
時
代
の
こ
と
だ
。

　

兄
の
エ
リ
ス
は
、
上
海
に
落
ち
着
き
、
弟
の
エ
リ
ー
は
、

香
港
を
選
ん
だ
。
兄
弟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
に
成
功
し
、

ホ
テ
ル
業
に
乗
り
出
す
。
彼
ら
の
会
社
は
、
香
港
上
海

ホ
テ
ル
ズ
と
名
づ
け
ら
れ
、
後
に
香
港
の
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ

を
開
業
す
る
こ
と
に
な
る
。
カ
ド
ゥ
ー
リ
兄
弟
は
、
そ
の

社
名
が
物
語
る
よ
う
に
、
上
海
で
も
ホ
テ
ル
を
運
営
し

て
い
た
の
だ
。
上
海
の
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
は
、
戦
争
と
革

命
の
時
代
を
経
て
、
再
び
原
点
の
地
に
開
業
し
た
ホ
テ
ル

な
の
で
あ
る
。
最
上
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
「
サ
ー
・エ
リ
ス
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
の
も
、
創
業
者
と
上
海
の
並
々
な
ら
ぬ

関
係
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
上
海
は
、
ハ
イ
テ
ク
設
備
を
備
え

た
最
新
の
ホ
テ
ル
で
あ
り
な
が
ら
、
国
際
都
市
上
海
が

特
別
な
輝
き
を
放
っ
て
い
た
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
を
纏
っ
た
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
と
り

わ
け
感
慨
深
く
感
じ
た
の
が
、
毎
月
第
一
土
曜
日
の
午

後
、
ザ
・
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
る
「
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
」
な
る

催
し
で
あ
っ
た
。

　

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
と
は
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
と
共
に

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
、
な
ん
と
も
優
雅
な
習
慣
で
あ
る
。
発

祥
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
が
、
一
九
二
三
年
、

こ
れ
を
上
海
に
紹
介
し
た
の
が
、
当
時
、
香
港
上
海
ホ
テ

ル
ズ
が
運
営
し
て
い
た
ザ
・
ア
ス
タ
ー
ハ
ウ
ス
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
は
、
租
界
の
外
国
人
や
富
裕
層
の
中
国

人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
人
気
を
博
し
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
を
リ
バ
イ
バ
ル
さ
せ
た
の
が
、
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ

上
海
の
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
で
あ
る
。

　

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
は
、
香
港
の
、
や
は
り
香
港
上
海
ホ
テ

ル
ズ
が
運
営
し
て
い
た
レ
パ
ル
ス
ベ
イ
ホ
テ
ル
で
も
行
わ
れ

て
い
た
。
そ
も
そ
も
香
港
の
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
と
い
え
ば
、

天
井
の
高
い
ザ
・
ロ
ビ
ー
で
供
さ
れ
る
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

テ
ィ
ー
が
有
名
だ
。
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
こ
と
は
な
く
と

も
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
は
知
っ
て
い
る
と
い
う
人
も
多

い
だ
ろ
う
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
生
演
奏
と
三
段
ト
レ
イ
に
盛

ら
れ
た
ス
イ
ー
ツ
。
こ
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
そ
の
も
の

も
、
開
業
以
来
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
レ
パ

ル
ス
ベ
イ
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
一
九
八
〇
年
代
に
復
活
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
意

外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

華
や
か
さ
と
怪
し
さ
が
同
居
し
て
い
た
一
九
二
〇
〜
三

〇
年
代
の
上
海
。
光
と
影
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
光
は
ひ

と
き
わ
の
輝
き
を
放
っ
て
い
た
、
ア
ー
ル
デ
コ
と
ジ
ャ
ズ
の

時
代
。
演
奏
が
始
ま
り
、
銀
の
三
段
ト
レ
イ
が
サ
ー
ビ

ス
さ
れ
る
と
、
万
博
で
沸
く
上
海
に
、
当
時
の
空
気
が

甦
る
。
若
い
白
人
の
カ
ッ
プ
ル
が
踊
る
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
を
、

じ
っ
と
見
つ
め
て
指
で
リ
ズ
ム
を
と
る
中
国
人
の
老
人
が
い

た
。
か
つ
て
の
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
を
知
る
生
き
証
人
な
の
だ
ろ

う
か
。
上
海
の
今
と
昔
が
交
錯
し
て
い
た
。

ザ・ペニンシュラ上海 ht tp : //www.pen insu la . com/Shangha i / j p/de fau l t . a spx

ザ・ペニンシュラ上海のザ・ロビーにて

テテ
ィ
ー

ダ

ン

ス
の

午

後

、
再

び

第2回


